
横津岳の湿原

.渡
島
山
脈

か
ら
南
東

に
分
岐
し
て
、
活
火
山

恵
山

に
終
る
支
脈
が
亀

田
山
脈

で
あ
る
。
主
峰

の
横
津
岳
と
そ
の
南
東

に
連
ら
な
る
烏
帽

子
岳

と
袴
腰
岳
と
が
千

m
を
わ
ず

か
に
越

え
る
稜
線

を
構
成

し
て
い
る
の
み
で
、
他

は
丘
陵
性

の
低

い
山
波

で
あ

る
。

◇

◇

横
津
岳

の
広
大
な
熔
岩
台
地
が
緩
や
か

に
起

伏
し

て
烏
帽

子
岳

に
続
く
わ
ず

か
四
キ

ロ
の
間

の
稜
線
上
に
小

さ
な
湿
原
が
三

つ
あ

る
。

一
つ

は
横
津
岳
頂
上

(
一
一
六
七

m
)
近

く
の
雲
井

雄英像宗

沼

(
=

○
O

m
)

で
あ

り
、
も
う

一

つ
は
横
津
と
烏
帽
子
の
ほ
ぼ
中
間

に
あ

る
前
沼

(
一
〇
六
〇

m
)

で
あ
り
、
他

の

一
つ
は
烏
帽
子
岳

(
一
〇
七
〇

m
)

の
北
西
側
直
下
に
あ

る
烏
帽
子
沼

(
一

〇

三
〇

m
)
で
あ

る
。
三

つ
の
湿
原

に

共
通
す

る
こ
と
は
い
ず

れ
も
小
規
模

で

あ

る
こ
と
と
、
湿
原
と

い
え
ば

一
般

に

山
間

の
低
地
と
か
山
峡

に
多

い
の
が
普

通

な
の
に
、
台
地
性

と
は
い
え
亀
田
山

脈
最
高
地
の
稜
線
上
に
形
成
さ
れ
て
い

る
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。

◇

◇

横

津
岳

の
台
地
性

の
頂
上
部
は

コ
ケ

モ
モ
、
ガ
ン

コ
ウ
ラ
ソ
、

シ
ラ
タ

マ
ノ

キ
な
ど
の
綾
小
低
木
が
敷
き

つ
め
、
草

本
と
し

て
は
ヒ
メ
ス
ゲ
、
ネ
パ

リ
ノ
ギ

ラ
ン
、

チ
シ
マ
フ
ウ

戸
、

エ
ゾ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
、

エ
ゾ

オ

ヤ
マ
リ

ン
ド
ウ
な
ど
が
季
節

に
応
じ
て
姿
を

み

せ
る
。

◇

◇

頂
上
部

か
ら
標
高

に
し
て
五
〇
～

八
O

m
ほ

ど
下
降
し
た
頂
上
周
辺
部
は
緩
傾
斜

の
広
大
な

熔
岩
台
地

で
楼
生
化
し
た
チ
シ

マ
ザ

サ
が
敷
き

つ
め
、
そ

の
間

に

ハ
イ

マ
ッ
、

ミ
ネ

ヤ
ナ
ギ
、

チ
シ
マ
ザ

ク
ラ
、

ミ
ヤ
マ
ナ
ナ
カ

マ
ド
な
ど
の

大
小

の
低
木

叢
が
群
島
状
に
散
在
し
、
そ
の
周
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辺
に
は
寄
り
添
う

よ
う
に

ハ
リ
ブ

キ
、
オ
オ
タ

カ
ネ
パ
ラ
、

ク

ロ
ミ
ノ
ウ
グ

イ
ス
カ
グ
ラ
な
ど

が
見

ら
れ
、
ま
た
、

バ
ク
サ
ン
ボ
ウ

フ
ウ
、

エ

ゾ

イ
ブ

キ
ゼ

リ
、
カ
ラ

マ
ッ
ソ
ウ
、

バ
ク
サ

ン

チ
ド

リ
な
ど

の
草
本
も
単
調
な

サ
サ
原
に
季
節

の
色
ど

り
を
添
え
て
い
る
。

◇

◇

こ
の
よ
う
な
環
境
の
頂
上
部

に
近

い
と
こ
ろ

に
雲
井
沼
湿
原
が
あ

る
。
南
北

に
約
八
O

m
東

西
に
約
四
〇

m
ほ
ど

の
ほ
ぼ
だ
円
形
の
小
湿
原

で
あ

る
。
東
半
分

は
半
月
形

の

コ
ル
ク
で
水
深

三
、
四
〇

㎝
、

オ
ヒ
ル
ム
シ
ロ
が
浮
か
び
、
東

側

の
水
辺
に
は
ミ
ツ
ガ

シ
ワ
が
帯
状
に
群
叢
を

つ
く

っ
て
い
る
。
西
半
分
は
厚

い
ミ
ズ
ゴ
ケ
に

被
わ
れ
、

モ
ウ

セ
ソ
ゴ
ケ
、

ツ
ル
コ
ケ

モ
モ
が

混
生
し
、
そ

の
西
辺
を

ス
ゲ
の
仲
間
が
帯
状

に

囲
ん
で
い
る
。
ミ
カ

泥沼に化した雲井沼

ズ
キ
グ

サ
、
ホ

ロ
ム

イ

ス
ゲ
、

ミ
タ
ケ
ス

ゲ
、

ワ
タ
ス
ゲ
、
イ

ト
キ
ン
ス
ゲ
な
ど

で

、

ミ
ツ

パ

オ

ウ

レ

ン
、

ク

冒
。ハ
ナ

戸
ウ

ゲ
、

タ
チ
ギ
ボ
ウ
シ

な
ど
を
混
じ
え

て
い

る
。雲
井
沼
は
以
上
の

よ
う

に
、
小
粒
な
が

ら
高
層
化
し

つ
つ
あ

る
湿
原
の
要
素
を

コ

ソ
パ

ク
ト
に
備
え
た

珠
玉
の
よ
う
な
湿
原

で
あ

っ
た
。

「
あ

っ

た
」
と
い
う

の
は
、

現
在
は
大
半
が
破
壊

さ
れ
て
し
ま

っ
た
か
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ら
で
あ

る
。
昭
和
三
十
九
年
、
函
館
開
発
建

設

部
が
頂
上

に
建
設
し
た
無
線
中
継
所

に
至
る
車

道

(湿
原

の
西
五
〇

m
)
工
事

の
土
砂
が
流
入

し
、

ス
ゲ

と

ミ
ズ
ゴ
ケ
の
地
帯
を
埋
没
し

て
し

ま

っ
た
。
そ
の
う

え
、
土
産
子
馬

の
無
断
放
牧

が
続
き
、
そ

の
水
飲
場
と
な

っ
た
ら
し
く
、
湿

原

は
目
茶
苦
茶

に
踏

み
荒
さ
れ
た
。
現
在

は
単

な

る

一
こ
の
泥
沼
と
化
し
、
復
元

の
可
能
性

は

乏
し

い
。

◇

◇

こ
の
地
域

は
横
津
山
頂
を
中
心

に
二
万

一
千

㎞
が
水
源

涌
養
保
安
林
に
、

一
千
四
百
㎞
が
鳥

獣
保
護
区

に
、

八
二
七
㎞
が
道
自
然
環
境
等
保

全

条
例

に
よ
る
自
然
景
観
保
護
地
区

に
、
そ
れ

ぞ
れ
指
定

さ
れ

て
い
る
。
法

や
条
例
が
あ

っ
て

も
、
運
用
す

る
役
人

の
頭
が
旧
態
依
然
た
る
骨

董

品
な
の
で
効
果

の
ほ
ど
は
期
待

で
き
な

い
。

三
重

に
法
や
条
例

の
網

を
か
ぶ

っ
て
い
る
横

津

岳
も
そ

の
例

に
漏
れ
ず

、
い
ま
ま
た
昨
年
か
ら

頂
上

の
無
線
中
継
所

に
並
ん
で
航
空
局

の
航

空

路
監
視

レ
ー
ダ

ー
基
地

(
五
階
建

の
ピ

ル
)
が

建
設
中

で
、
大
型
ダ

ン
プ
が
高
山
帯
を
走

っ
て

い
る
。

こ
の
た
め
頂
上
の
本
道
最
南
端

の
高
山

性

ハ
イ
デ

は
、
完
全

に
潰
滅
し
た
。
さ
ら
に
周

辺
自
治
体
や
企
業
家

の
間
に
は
大
沼
公
園
と
連

絡
す

る
観
光
車
道

「横

津

ス
カ
イ

ラ
イ

ン
」
建

設

の
構
想
が
抱

か
れ
て
い
る
。

他
の
二

つ
の
湿
原
、
前
沼

と
烏
帽
子
沼

は
共

に
ほ
ぼ
八
O

m
四
方

ほ
ど
の
広
さ
を
持
ち
、
融

雪
期

に
は
僅
か
な
湛
水

が
み
ら
れ
る
の
み
で
、

雲
井
沼
の
よ
う
な

コ
ル
ク
は
な

い
。
中
央
部

の

ミ
ズ
ゴ
ケ
地
帯

に
は

ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、
ミ
ツ
パ

オ
ウ

レ
ソ
、

ミ
カ
ズ
キ
グ
サ
、

グ

レ
ー
ン
ス

ゲ
、

ヤ
マ
ア
ゼ

ス
ゲ
な
ど
が
混
生
し
、
周
辺
部

に
は
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
少
な
く
、

エ
ゾ
イ

ソ
ツ
ツ
ジ

媛
生
化
し
た
チ
シ

マ
ザ

サ
な
ど
が
侵
入
し
は
じ

め
て
お
り
、
ま
た
谷
地
坊
主
が
点

在

し

て

い

る
。
両
湿
原
と
も

ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど

に
よ
る
成

因

の
究
明
は

一
切
行
わ
れ

て
い
な
い
が
、
地
形

的

に
み
て

コ
ル
ク
か
ら
高
層
化
し
た
も

の
で
は

な
く
、

一
種
の
雪

田
と
見
な
す
可
き
で
は
な
か

ろ
う

か
と
思

っ
て
い
る
。

(南
北
海
道
自
然
保
護
協
会
長
)

☆

本
誌
に
掲
載

の
カ

ッ
ト
、
文

章
な
ど

を
無
断
で
つ
か
わ
れ
る
と
版
権
盗
用

に
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
下
さ

い
.

☆
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